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１．はじめに 

  ＡＢＳ樹脂は，汎用高分子材料の一つとして，自動

車部品や家電製品などのほか，さまざまな日用品にい

たるまで幅広い分野で用いられています。 

  ポリスチレンなどの非晶性ポリマーにゴム成分を

ブレンドすることにより，耐衝撃性を向上させる試み

は１９４０年代に完成し，ＡＢＳ樹脂をはじめとする耐

衝撃性高分子材料が開発されています。これらの耐衝

撃性高分子材料は，ポリスチレンなどのガラス状ポリ

マーが連続相となり，ゴム状ポリマーが粒子状分散相

を形成する二相分離構造になっています。 

  ＡＢＳ樹脂は，図１のようなアクリロニトリル（Ａ），

ブタジエン（Ｂ），およびスチレン（Ｓ）の３成分で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構成され，図２のようにＡＳ樹脂相（アクリロニトリル

とスチレンの共重合体）を連続相とし，アクリロニト

リルとスチレンをグラフト共重合させたポリブタジ

エンゴム相を分散相とする，いわゆる海島構造のポリ

マーアロイです１,２）。またＡＢＳ樹脂は，ポリブタジエ

ンやアクリロニトリルの含有率，またはアクリロニト

リル－スチレン樹脂相の分子量を調節することによ

り，耐衝撃性や剛性などの材料特性を任意に変えるこ

とができ，目的に応じた品質設計が可能です。 

  今回は、動的粘弾性測定によるポリマーアロイのキ

ャラクタリゼーションの応用例として，ＡＢＳ樹脂の

測定例を紹介します。

図１  ＡＢＳ樹脂の化学構造式 

ＡＳ樹脂相 

ポリブタジエンゴム相 

外部グラフトＡＳ樹脂 
内部グラフトＡＳ樹脂 

図２  ＡＢＳ樹脂の相分離構造（模式図） 
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２．実験 

  試料は，メーカーの異なる３種類のＡＢＳ樹脂で，い

ずれの試料も厚さ２～３ｍｍの市販の板材（成形品）を

用いました。 

装置は，ＳＤＭ５６００ＨレオステーションにＤＭＳ 

１２０粘弾性スペクトロメータ（ベンディングモジュー

ル）を接続して使用しました。測定条件は，変形モー

ドを曲げモードとし，測定周波数は０ .５，１，２，５， 

および１０Ｈｚの５種類としました。測定温度範囲は 

－１５０℃から２００℃までとし，昇温速度２℃/minで

測定しました 

 

３．測定結果 

  図３～５に，３種類のＡＢＳ樹脂の粘弾性スペクト

ルを示します。これらは，温度分散と周波数分散の同

時測定の結果で，０.５Ｈｚから１０Ｈｚまでの５種類の

周波数におけるＥ’，Ｅ”，および ｔａｎδ曲線です。図３

～５の各測定結果では，１００～２００℃付近に約３桁

におよぶＥ’の低下とともに，Ｅ”曲線と ｔａｎδ曲線に

ピークが観測されます。これは，ＡＢＳ樹脂中のマト

リックス成分であるＡＳ樹脂相の主分散（ガラス転移）

によるものと考えられます。さらに，－１２ ０℃から 

－４０℃にわたって微少なＥ’の低下とともにＥ”曲線

と ｔａｎδ曲線に３つの小さなピークが観測されます。

これは，いずれのピークも周波数依存性が認められる

ことから，帰属の異なる３種類の緩和現象をとらえた

ものと考えられます 

  図６に，図３～５の各測定結果における測定周波数

１ＨｚのＥ’曲線とＥ”曲線を示します。ＡＳ樹脂相の主

分散（ガラス転移）によるものと考えられる１ ０ ０～ 

１２０℃付近のＥ’の低下とＥ”曲線のピークについて

は，Ｅ’の変化量やＥ”ピークの温度および弾性率とも

にほぼ同じ値が得られていることから，いずれの試料

においてもＡＳ樹脂相についてはほぼ同じ組成である

ことが推定されます。また－１２０℃から－４０℃に見

られる副分散については，Ｅ’曲線，Ｅ”ピークともに

３つの試料で若干の違いが見られます。 

 

図３  Ａ社製ＡＢＳ樹脂の粘弾性スペクトル 

図４  Ｂ社製ＡＢＳ樹脂の粘弾性スペクトル 

図５  Ｃ社製ＡＢＳ樹脂の粘弾性スペクトル 
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  この副分散について，さらにデータを拡大し比較し

た結果を，図７に示します。Ｅ’曲線の比較では，い

ずれの試料についても－９０～－６０℃付近に弾性率

の低下が見られます。これは，ポリブタジエンゴム相

の主分散（ガラス転移）によるものと考えられます。ま

たＥ”曲線の比較では，３つのピークの真ん中のピー

クは，Ｅ’が変化している温度域と対応していること

から，主にポリブタジエンゴム相の主分散をとらえた

ものと考えられます。Ｅ’曲線，Ｅ”曲線ともに，３つ

の試料でポリブタジエンゴム相の主分散の温度や大

きさに若干の違いが見られます。これは，ポリブタジ

エンゴム相の分散状態の違い，または界面の構造や界

面相の分子運動の違いなどが起因していると考えら

れます。 

 

４．おわりに 

今回は，ポリマーアロイの動的粘弾性測定の応用例

として，ＡＢＳ樹脂の測定例を紹介しました。 

  メーカーの異なる３種類のＡＢＳ樹脂について測定

した結果，マトリックス成分であるアクリロニトリル

－スチレン樹脂相については，３種類の試料ともにほ

ぼ同じ成分であることが推察されました。また副分散

については，ポリブタジエンゴム相の分散状態が異な

っていることによるものと思われる違いが見られま

した。 
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図６ 各試料おけるＥ’曲線とＥ”曲線の比較

        測定周波数：１Ｈｚ 

                  ：Ａ社 

                  ：Ｂ社 

                  ：Ｃ社 

図７ 各試料の副分散域における

      Ｅ’曲線とＥ”曲線の比較 

        測定周波数：１Ｈｚ 

                  ：Ａ社 

                  ：Ｂ社 

                  ：Ｃ社 


